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１９４９年７月１５日に発生した三鷹事件から７０年を迎えました。死刑判
決を受けた竹内景助氏の冤罪を晴らすために再審請求申し立てを行っていまし
たが、７月３１日東京高裁は、再審開始を認めない決定を行いました。
弁護団は、暴走した電車の写真を分析した鉄道工学者の鑑定書などを新証拠
として提出し、竹内氏以外の複数犯と強く推認されると主張しました。しかし、
裁判長は「単独犯とする自白の根幹部分の信用性を否定するものではない。無
罪を言い渡すべき明らかな証拠ではない」としました。
社会的にも注目されている中で「展示会―戦後史の謎・三鷹事件から７０
年」が開催されます。
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